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奈良三条店



● 食を守る
価値ある商品を安定供給するための集荷能力と
商品調達力の向上。

品質・鮮度・味の良い商品、安さ、安全・安心な商品の提供。

● 食を育む
食を通じてお客様の健全で健康な生活に貢献する。

● 食を楽しむ
食を通じて家族のコミュニケーションを図る楽しさを
提供する。

普段の食生活をより豊かにすることにより
地域のお客様から信頼を得、社会に貢献する。経営理念
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　株主の皆様におかれましては、平素は格別のご支援を賜り厚くお礼申しあげます。

　また、先の東日本大震災により被災されました皆様、また、その関係者の皆様に対し

まして、役員ならびに従業員一同、謹んでお見舞い申しあげますと共に、被災地の一日

も早い復興を心よりお祈り申しあげます。

　さて、当社第52期（平成22年4月1日から平成23年3月31日まで）の事業の概況と

決算につきご報告申しあげます。

　前期は「NEXT50」「次への飛躍の第一歩」と位置づけ、決意をあらたにした年であり

ました。長期ビジョン チャレンジ100！『2020年、100店舗、年商2,000億円』に向

け、本格的にスタートした年でもあり、4店舗を出店いたしました。

　今期は、奈良県に初出店し、順次出店を続けてまいります。

　「強い関西スーパーマーケット」「地域になくてはならない店」「ローコストオペレー

ション」の3つのスローガンを掲げ、全従業員が夢と誇りを持って前進し「関西スーパー

があるからここに住みたい」「関西スーパーがあって本当に良かった」と思っていただ

ける店舗の実現を目指してまいります。

　株主の皆様におかれましては、今後ともお力添えを賜りますようお願い申しあげま

す。

平成23年6月

代表取締役社長　 井 上 　 保

夢と誇りを持って「強い関西スーパー」の実現を目指して！

トップインタビュー Top Interview

チャレンジ100！
『2020年、100店舗、年商2,000億円』

長期ビジョン
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求めておられるのか、どうすればお役に立てるかを考えてま

いります。

　そして、これまで同様に、地域貢献に積極的に取り組み、店

舗を情報発信の場としていきたいと考えています。「関西

スーパーがあるからここに住みたい！」「関西スーパーがあっ

て本当に良かった！」と思っていただける「地域になくてはなら

ない店」の実現を目指してまいります。

　これまでも損益分岐点の低い店づくりと営業利益を重視

する施策を実施してまいりました。当期はコスト・マネジメント

の実践をより徹底します。即ち、コストについて費用対効果の

検証と管理を強化してまいります。また、物流体制を見直すこ

とにも着手したいと考えています。一品一品の原料―加工―

配送―保管までの過程がすべて見えるようにすることでコス

トを削減し、安全・安心な商品をより安くお客様に提供してま

いります。

　全従業員が“プロ”としての意識を持って取り組み、夢と誇り

を持って『強い関西スーパー』『地域になくてはならない企

業・店舗』の実現を目指してまいります。

　第一に重要なのは、店舗競争力の向上です。そのためには、

一品一品の商品の鮮度、品質そして売場、バックヤードに至る

まで厳しくチェックし、どの時間帯でも本当に良い商品だけが

提供できているという状態を徹底いたします。そして、「今日

より明日はもっと良い商品を！より安く！」と、常に考え失敗を

恐れずにチャレンジします。

　第二に、元気で明るく、親切で気持ちの良い接客に注力い

たします。「また来たい」と思っていただける接客を行い、楽し

く買物をしていただけるよう、お客様視点で考え行動します。

各店舗でこれらの取り組み強化と継続を徹底し、店舗競争力

をさらに向上させ、スタンダードレベルのアップを目指します。

そして、これらは全て人が行うものですから、人材育成と教育

体制の強化も図ってまいります。

　当社の使命は、「鮮度・品質・味が良く、安全・安心な商品をよ

り安く提供すること」です。その使命を果たすために、集荷能

力と商品調達力の向上が不可欠です。地場、産地、メーカー、

海外など、あらゆる市場を把握し、価値ある商品を確保して

安定供給し続けなければなりません。「食を通じてお客様の

健全で健康な生活に貢献する」ために、地域のお客様が何を

「地域になくてはならない店」の実現

「ローコストオペレーション」の実現

トップインタビュー Top Interview

「強い関西スーパーマーケット」の実現に向けて
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食　品
リサイクルループ

関西スーパー

マツダ株式会社

丹波ひかみ
農業協同組合

神戸市須磨区
落合店

神戸市北区
八多店

食品関連事業者 再生利用事業者

農林漁業
者等

店舗バックヤード
からの野菜残さ
および店舗売場
からの食品残さ

回収した
食物残さを
異物検査

液体肥料タンク
（神戸市東灘区）

平成23年3月 液体肥料散布状況（兵庫県丹波市）

お米などの
作物を販売

環境への取り組み ECO Report

　お客様が気持ち良くお買物ができる店づくりと、

安全・安心で新鮮な食料品を毎日ご提供する「地域

になくてはならないスーパーマーケット」を目指しま

す。

奈良県に初出店！
　奈良県へは初めての出店となります。JR奈良

駅の南西約500mに位置し、JR奈良駅より徒歩

約7分、近鉄奈良線新大宮駅より徒歩約10分で、

県道奈良生駒線に面しており、マイカーでのアク

セスも良い立地です。

　平成19年から六甲山において「ブナを植える

会」の活動に賛同し、次世代に引き継ぐための森

林保全活動に取り組んでおります。六甲山が災害

に強い、美しい山並みであり続けるには、植樹・育

樹（間伐や下草刈り）が欠かせません。昨年は新

入社員の環境教育の一環として3回の森林ボラ

ンティアに参加すると共に、本年3月には約400

名の応募者の中から選ばれたお客様と一緒に、記

念植樹を実施いたしました。

　食品リサイクルループとは、関西スーパーから排出される食品廃棄物を、

再生利用事業者が再利用し「液体肥料」を製造します。製造された肥料を丹波

ひかみ農業協同組合に供給し作物を栽培、収穫した作物を当社が購入し店舗

で販売する食品循環資源の「再生利用事業計画」のことで、本年4月に農林水

産大臣と環境大臣より神戸市内の落合店と八多店が認定されました。

トピックス Topics

奈良三条店（H23.5.26オープン）

食品リサイクルループ認定取得 環境保全・森林保全活動
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　伊丹市の待機児童解
消と子育て支援を目的と
した保育所が本年1月に
伊丹ショッピングデパート
内に開設されました。当
社は伊丹市の次世代育
成支援行動計画「愛あいプラン」に賛同し、賃貸借条件を大きく
緩和してテナント区画を提供いたしました。

　「災害支援募金活動」では、ニュー

ジーランドなど世界的に多発した大

災害の被災地や、宮崎県の口蹄疫で

被害にあわれた畜産業者ならびに東

日本大震災の被災者への支援のた

め、お客様や従業員にご協力いただいた募金に、当社からの支

援金額を合わせて贈呈するなどの活動を続けております。

　平成22年11月10日に開催され
た「伊丹市制70周年記念式典」にお
いて、もっとも名誉ある「ふるさと
賞」を受賞いたしました。「ふるさと
賞」は、伊丹市の発展と住民の福祉
の向上に多大な貢献をした個人と法
人に贈られるものです。
　今後も伊丹市に本社を置く企業と
して、市の発展に協力してまいります。

　「食の大切さ」や「食の楽

しさ」を再認識していただ

き、食事バランスの大切さ

を学んでいただく小学生を

対 象 とした「 食 育 体 験 ツ

アー」に加え、より幼少期からの食育も重要であると考え、本年

3月より幼稚園児を対象とした食育プログラムも実施しており

ます。

　「 稲 作 まるごと体 験 ツ

アー」、「収穫体験・生産地見

学ツアー」や各種スポーツ

イベントを開催し、お世話を

させていただいた従業員と

のふれあいの中で、関西スーパーをより深く知っていただき、お

店が一層身近な存在になるイベントを実施しております。

社会貢献への取り組み CSR Report

子育て支援

募金活動と支援活動

伊丹市制70周年記念表彰

食育活動

顧客参加の各種イベント
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連結業績ハイライト Financial  Highl ights
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110,931105,714 109,092 116,740

営業収益

1,374

2,323
1,950 1,785

営業利益

1,593

2,559
2,209 2,001

経常利益

414
553

953 893

当期純利益

14.64
19.59

33.73 31.60

1株当たり当期純利益

51,80253,897 51,006 52,217

総資産

24,96624,712 25,009 25,338

純資産

882.77873.73 884.26 895.94

1株当たり純資産額

（注）「1株当たりの当期純利益」は、期中平均発行済株式数（自己株式を控除）に基づき算出しております。

6



連結損益計算書（要約） 
（単位：百万円）

当　期
平成22年4月1日〜
平成23年3月31日

前　期
平成21年4月1日〜
平成22年3月31日

（営業収益） 116,740 110,931

売上高 114,614 108,734

売上原価 87,892 82,799

　売上総利益 26,721 25,934

営業収入 2,125 2,197

　営業総利益 28,847 28,131

販売費及び一般管理費 27,062 26,757

　営業利益 1,785 1,374

営業外収益 374 387

営業外費用 157 168

　経常利益 2,001 1,593

特別利益 98 38

特別損失 432 746

　税金等調整前当期純利益 1,667 885

　法人税、住民税及び事業税 754 460

　法人税等調整額 19 10

少数株主損益調整前当期純利益 893 ー
当期純利益 893 414

（注）記載金額は、百万円未満の端数を切り捨てております。

財務諸表（要約） Financial  Data

連結貸借対照表（要約） 
（単位：百万円）

当　期
平成23年3月31日現在

前　期
平成22年3月31日現在

（資産の部）

流動資産 12,176 10,903

固定資産 40,040 40,899

　有形固定資産 24,487 24,566

　無形固定資産 272 280

　投資その他の資産 15,280 16,052

資産合計 52,217 51,802

（負債の部）

流動負債 13,539 18,237

固定負債 13,339 8,599

負債合計 26,878 26,836

（純資産の部）

株主資本 25,433 24,991

その他の包括利益累計額 △94 △25

純資産合計 25,338 24,966

負債純資産合計 52,217 51,802

（注）記載金額は、百万円未満の端数を切り捨てております。
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大株主の状況（上位10名）

株　主　名 持株数 持株比率

関西スーパーマーケット取引先持株会 2,507（千株） 8.87（％）

伊 藤 忠 食 品 株 式 会 社 1,362 4.82

株 式 会 社 三 菱 東 京 U F J 銀 行 1,139 4.03

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 1,139 4.03

ユ ー ジ ー 株 式 会 社 1,125 3.98

岩 田 　 健 1,031 3.65

国 分 株 式 会 社 1,021 3.61

増 　 田 　 喜 代 子 968 3.42

株 式 会 社 か ね 清 880 3.11

関西スーパーマーケット従業員持株会 808 2.86

発行可能株式総数………………………………… 50,000,000株

発行済株式の総数………………………………… 28,740,954株

1単元の株式数 ……………………………………………… 100株

株主数……………………………………………………… 4,889名

● 個人・その他
　4,555名　13,386,871株
　46.57%

● その他の法人
　297名
　11,118,923株 
　38.69%

● 金融機関
　17名　3,731,200株
　12.98%

● 証券会社
　9名　1,448株　0.01%

● 外国法人等
　10名　43,400株　0.15%

● 自己名義株式
　1名　459,112株　1.60%

● 1,000株未満
　3,340名　68.32%

● 1,000株以上5,000株未満
　1,187名　24.28%

● 5,000株以上
　10,000株未満
　137名　2.80%

● 10,000株以上
　50,000株未満
　151名　3.09%

● 50,000株以上
　100,000株未満
　23名　0.47%

● 100,000株以上
　51名　1.04%

■ 所有者別株式分布状況

■ 所有株数別株主分布状況

（平成23年3月31日現在）

（注） 持株比率は、当事業年度の末日における発行済株式（自己株式459,112
株を除く）の総数に対する割合であります。

株 式 の 状 況 Stock Information
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基準日 毎年3月31日
優待品 次のいずれか選択の品をお贈りいたします。

100株以上 買物券（500円券） 2枚 または 米2kg 1袋
1,000株以上 買物券（500円券） 6枚 または 米5kg 1袋
5,000株以上 買物券（500円券） 10枚 または 米5kg 2袋

選択方法  5月上旬に往復はがきでご案内いたし
ますので、選択のうえご返信いただき
ます。

優待品送付時期  6月上旬にご送付いた
します。

当社のホームページでは、株主・投資家の皆様に対して、企業情報や財務
情報について、積極的に情報開示を行っております。
また、インターネットショッ
ピングサイトも開設し、皆
様の利便性の向上に努め
ております。
当社をより深くご理解い
ただくためにも、ぜひご利
用ください。

〈ホームページアドレス〉

ht tp : / /www.kansa i super. co . j p /

役　　　  　員 （平成23年6月23日現在）社 　 　 　 名 株式会社関西スーパーマーケット

設 　 　 　 立 昭和34年 7 月29日

資　 本　 金 72億7,733万3,871円

本 店 所 在 地 兵庫県伊丹市中央 5 丁目 3 番38号

事 業 内 容 スーパーマーケットチェーンおよび
店舗賃貸業

店　 舗　 数 スーパーマーケット　59店舗

従 業 員 数 3,710名

ホームページURL http://www.kansaisuper.co.jp/

子 会 社 株式会社関西スーパー物流
資本金　　 4 億1,500万円
事業内容　 商品の配送業および
　　　　　店舗の安全管理業等

（資本金・店舗数・従業員数は、平成23年3月31日現在）

社員 1,162名
パート他 2,548名

（８時間換算）

代 表 取 締 役 社 長 井 上 　 保
専 務 取 締 役 玉 村 隆 司
常 務 取 締 役 北 野 裕 昭
常 務 取 締 役 生 橋 正 明
取 締 役 青 木 　 保
取 締 役 谷 村 　 徹
取 締 役 福 谷 耕 治
取 締 役 柄 谷 康 夫
取 締 役 漣 　 照 久
取 締 役 静 川 俊 夫
監 査 役（ 常 勤 ） 岩 田 　 健
監 査 役（ 常 勤 ） 馬 場 宏 治
監 査 役 森 　 薫 生
監 査 役 尾 崎 譲 治
監 査 役 別 府 守 三

（注） 監査役のうち森　薫生、尾崎譲治、別府守三の
各氏は、社外監査役であります。

会 社 の 概 要 Corporate Prof i le

ホームページのご案内 株主優待制度
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平成23年6月23日

株 主 各 位
兵庫県伊丹市中央 5丁目 3番 3 8 号
株式会社　関西スーパーマーケット
代 表 取 締 役 社 長　 井 上　 保

第52期定時株主総会決議ご通知
拝啓　平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申しあげます。
　さて、本日開催の当社第52期定時株主総会において、下記のとおり報告ならびに決議されましたので、ご通知申
しあげます。

敬　具
記

報 告 事 項

決 議 事 項
第１号議案

第２号議案

第３号議案

　なお、本総会終了後開催の取締役会において、代表取締役および役付取締役に次の各氏が選定され、それぞれ
就任いたしました。

以上

代 表 取 締 役 社長 井 上 　 保
専 務 取 締 役 玉 村 隆 司
常 務 取 締 役 北 野 裕 昭
常 務 取 締 役 生 橋 正 明

1.  第52期（平成22年4月1日から平成23年3月31日まで）事業報告、連結計算書類ならびに会計監査
人および監査役会の連結計算書類監査結果報告の件
本件は、上記事業報告、連結計算書類の内容およびその監査結果を報告いたしました。

2. 第52期（平成22年4月1日から平成23年3月31日まで）計算書類報告の件
本件は、上記計算書類の内容を報告いたしました。

剰余金処分の件
本件は、原案どおり承認可決されました。
なお、期末配当は1株につき金8円（中間配当金と合わせて年間配当金は16円）と決定されました。
取締役10名選任の件
本件は、原案どおり取締役に井上保、玉村隆司、北野裕昭、生橋正明、青木保、谷村徹、福谷耕治、
柄谷康夫、漣照久、静川俊夫の10氏が選任され、それぞれ就任いたしました。
監査役3名選任の件
本件は、原案どおり監査役に森薫生、尾崎譲治、別府守三の3氏が選任され、それぞれ就任いた
しました。

以上

　平成23年6月23日開催の第52期定時株主総会において
決議されました第52期（平成22年4月1日から平成23年3月31
日まで）期末配当のお支払いについて、期末配当金領収証

（配当金振込ご指定の株主様には、期末配当金計算書およ
び配当金のお振込先について）を同封いたしましたので、ご
査収くださいますようお知らせいたします。
決議の内容
1． 平成23年3月31日最終の株主名簿に記録された株主もしく

は登録株式質権者に対し、次のとおり期末配当を支払う。
2．期末配当 1株につき金8円
3．効力発生日（支払開始日） 平成23年6月24日（金）

　「期末配当金領収証」により、ゆうちょ銀行全国本支店およ
び出張所ならびに郵便局（銀行代理業者）でお受け取りの株
主様は、平成23年6月24日（金）から平成23年7月29日（金）まで
の間にお受け取りくださいますようお願い申しあげます。
　また、配当金振込ご指定の株主様には「期末配当金計算
書」および「配当金のお振込先について」をご確認くださいます
ようお願い申しあげます（株式数比例配分方式を選択された
場合の配当金のお振込先につきましては、お取引の口座管理
機関（証券会社等）へお問い合わせください）。
　また、同封しております「期末配当金計算書」は「支払通知
書」として、株主様が確定申告をされる際の添付資料としてご
使用いただくことができますので、お手元にご保管ください。

以上

第52期期末配当金領収証等送付のご案内 期末配当金のお支払いについて
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単元未満株式を処分したいのですが、どうしたらいい
ですか？

当社株式の証券市場での取引は100株（1単元）単位
となっており単元未満株式（1〜99株）を市場では売
買することができません。当社では「単元未満株式買
取制度」を採用しておりますので、ご利用ください。

株主様が、ご所有の単元未満株式を当社に
対し、買い取るよう請求する。

単元未満株式の買取請求、特別口座から証券口座への振替請求におけ
る必要書類の入手・お手続きの詳細については、下記住友信託銀行株
式会社証券代行部までお問い合わせください。

受付時間（土・日・祝祭日を除く）
平日 9:00〜17:00

お取引の
証券会社へ

住友信託
銀行へ

住友信託銀行株式会社　証券代行部
0 1 2 0 - 1 7 6 - 4 1 7

（フリーダイヤル）

▼
買取制度をご利用

▼
60株当社が買取り

▼
単元株式400株に

Q
A
買取請求

買取請求のお手続きの窓口はこちらです。

460 = 400（単元株式） ＋ 60（単元未満株式） 

買取制度の例（460株ご所有の場合）

証券会社の口座に記録された株式

特別口座に記録された株式

お取引の証券会社へご連絡いただき、買取請求の取次
ぎ手続きを行ってください。

特別口座の口座管理機関である住友信託銀行にご連絡
いただき、買取請求の取次ぎ手続きを行ってください。

事 業 年 度 毎年 4 月 1 日から翌年 3 月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年 6 月開催

基 準 日 定時株主総会　毎年 3 月31日
期 末 配 当 金　毎年 3 月31日
中 間 配 当 金　毎年 9 月30日
そのほか必要があるときは、あらかじめ公告して定
めた日

単 元 株 式 数 100株

株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関

大阪市中央区北浜四丁目5番33号
住友信託銀行株式会社

株 主 名 簿 管 理 人
事 務 取 扱 場 所

大阪市中央区北浜四丁目5番33号
住友信託銀行株式会社　証券代行部

（郵便物の送付先） 〒183-8701
東京都府中市日鋼町1番10
住友信託銀行株式会社　証券代行部

（電 話 照 会 先） 0120-176-417

（ イ ン タ ー ネ ッ ト
ホームページURL ） http://www.sumitomotrust.co.jp/STA/

retail/service/daiko/index.html

公 告 方 法 電子公告とし、当社ホームページに掲載いたします。
（http://www.kansaisuper.co.jp/）ただし、事故
その他やむを得ない事由によって電子公告による
公告をすることができない場合は、日本経済新聞に
掲載いたします。

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所　市場第二部
大阪証券取引所　市場第二部


